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尚絅学院大学（三好敏之）

次年度で尚絅学院大学とダナン師範大学での
動作法での実践は終了になる（三好が退職のた
め）。次年度はこのダナン師範大学の継続のため、
引き継ぎの教員のプログラムと動作法の２つのプ
ログラムが平行して実施される。

今後ダナン師範大学の動作法やダナン市内の
施設での動作法が継続して取り組めるようにO先
生に次年度参加してもらい、O先生を中心に動作
法をサポートしてもらう予定である。

このように仲間にうまく引き継いでもらいながら、
ダナン市内での動作法が地道に広がり、継続した
支援ができることが今後も課題となってくる。この
流れでホーチミンやハノイの施設でも動作法を広
めることが可能になると思う。そのために、ダナン
の動作法の熱心な教員との連携を密にしながら
動作法の展開が広げるサポートが必要になってく
ると思われる。

問い合わせ先：尚絅学院大学 三好敏之
（t_miyoshi@shokei.ac.jp)

障害児幼児施設の保護者
による動作法の感想
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ダナン師範大学での
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ベトナム語の学習

障害児施設の職員・保護者
尚絅学院大学生

ベトナム（ダナン）との臨床動作法（以下、動作法）の交
流は吉川吉美先生、荒柾文先生が開発されました。吉川先
生、荒先生はダナン市の障害者・児施設と特別支援学校で
動作法を実施されており、そこに３回同行した後、7年前に、
尚絅学院大学とダナン師範大学との間で締結をしました。
その後、コロナ禍をはさみダナンにおいて5回動作法を

実施しています。埼玉県の島村隆博先生にも同行していた
だき、学生と一緒に現地で動作法を広めていただいていま
す。
本大学のダナン師範大学短期留学では、ダナン師範

大学との学生交流、ホイアンの世界遺産見学、市内散策、
障害児・障害者施設、特別支援学校での動作法見学、現
地の幼稚園との交流、ベトナム語の学習があります。動作
法の活動もその中で実施していますので、その様子を紹介
します。

（障害児施設における動作法）

特別支援学校の教員夫妻が経営してい
る障害児幼児施設A、ダナン師範大学の心
理学教員が共同経営している障害児幼児
施設B、元ダナン師範大学の心理学教員が
経営している障害児幼児施設Cで実施しま
した。
Aの施設では障害児幼児８名程度、Bの

施設では障害児幼児12名程度、Cの施設
では障害児幼児6名程度に対し、１人15分
動作法を実施して、施設職員や保護者に動
作法の支援の仕方を教えています。

（特別支援学校における動作法）

知的・情緒・経度肢体不自由の小・中・
高等部からなる特別支援学校です。児童生
徒200名位ですが、そこで、動作法ができ
る先生（障害児幼児施設経営者夫妻）を中
心として取り組んでいます。重度の子どもは
日本と同様個別課題で実施しています。
毎回4人ほどの障害児に動作法を実施し、

特別支援学校での動作法が実施できるよう
に手を取り合って支援しています。

※ダナン市では、以前吉川吉美先生が
JICA（ジャイカ）の費用を使ってベトナ
ム語で動作法を紹介されています。

障害児幼児の動作法の実際 母親や施設職員との動作法場面
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